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研究成果の概要 

本研究は，申請者の独自発見である，誘電体バリア放電の摩擦面への直接照射による超低摩擦現象から

発想され開始され，摩擦面リアクターによる超低摩擦化技術の開発とその超低摩擦新学理の解明を目

的として実施されている．誘電体バリア放電を用いた摩擦実験では，既存の摩擦理論では知られていな

い，有機物と極性液体の相互作用による新たな超低摩擦メカニズムの存在が示唆されている．本研究で

はこのように，超低摩擦物質を含む潤滑物質を摩擦面で自己生成するという革新的な技術の開発に挑

戦する．また，有機物が摩擦界面に介在することによる超低摩擦メカニズムを解明することにも挑戦す

る．本年度の研究では，酸性を示す有機物がどのような摩擦材料ペアの時に超低摩擦を示すかを摩擦実

験により明らかにした．その結果，DLC(Diamond-like Carbon)膜が摩擦材料として使用される場合にの

み摩擦係数が 0.01を下回るような超低摩擦現象が発現することが明らかとなった．摩擦試験終了後の

表面観察から，ボール試験片は通常よりも大きな比摩耗量を示すこと，また，その表面は非常に平滑な

状態になっていることも明らかとなった．ボール試験片側にある程度摩耗が進んだときのみ超低摩擦

現象が生じるというこの結果は，単に面圧の低下により流体潤滑状態に遷移し超低摩擦が発現してい

るのではないかという可能性を示唆する．そこで，摩耗したボールとディスク試験片ペアはそのまま

に，潤滑液体を油に置換した場合の比較摩擦試験を実施した．その結果，超低摩擦を発現していた試験

片を使用し続けていたとしても，酸性有機物が摩擦界面からなくなってしまうと超低摩擦は発現しな

いことが明らかにされた．本年度の研究により，DLC膜への酸性有機物の吸着などの相互作用が超低摩

擦発現には重要であることが明らかとなった． 
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